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私
の
音
楽
遍
歴 河

野 

照
雄
（
Ｒ
Ｋ
Ｃ
） 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
タ
ン
ゴ
編 

 

前
回
と
同
じ
く
、
高
校
時
代
の
文
化

祭
で
、
舞
踏
部
の
発
表
会
で
、
裏
方
の

皿
回
し
で
か
け
た
曲
が
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
カ
ナ
ロ
楽
団
の
『
ラ
・
コ
ン
パ
ル

シ
ー
タ
』
で
し
た
。
こ
の
時
か
ら
キ
ュ

ー
バ
・
メ
キ
シ
コ
音
楽
か
ら
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
・
タ
ン
ゴ
に
移
行
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
当
時
は
「
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」

の
流
行
で
、
私
も
、
東
京
の
山
手
線
・

新
大
久
保
駅
前
に
あ
っ
た
大
久
保
舞
踏

学
校
へ
、
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
を
６
ヶ
月
間

練
習
に
通
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。 

 

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
衰
退
と
と
も
に
す

っ
か
り
忘
れ
去
り
ま
し
た
。 

 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
魅
力
は
、

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
独
特
の
演
奏
法
と
、

バ
イ
オ
リ
ン
と
の
絡
み
合
い
に
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

カ
ナ
ロ
楽
団
の
、『
ラ
・
コ
ン
パ
ル
シ

ー
タ
』
を
は
じ
め
と
し
て
、『
ガ
ウ
チ
ョ

の
嘆
き
』『
ホ
テ
ル
・
ビ
ク
ト
リ
ア
』『
黄

金
の
心
』
な
ど
、
名
演
奏
が
数
々
あ
り

ま
す
が
、
カ
ナ
ロ
楽
団
の
ほ
か
、
私
の

好
き
な
楽
団
は
、「
フ
ァ
ン
・
ダ
リ
エ
ン

ソ
楽
団
」、
「
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ィ
ル
ポ
楽

団
」、
「
オ
ル
ケ
ス
タ
・
テ
ィ
ピ
カ
・
ビ

ク
ト
ル
」、
「
ア
ニ
バ
ル
・
ト
ロ
イ
ロ
楽

団
」
な
ど
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。 

 

次
に
、
楽
団
に
関
係
な
く
好
き
な
曲

は
『
フ
ェ
リ
シ
ア
』『
カ
ミ
ニ
ー
ト
』『
ア

デ
ィ
オ
ス
・
パ
ン
パ
・
ミ
ア
』『
エ
ル
・

チ
ョ
ク
ロ
』『
７
月
９
日
』
そ
し
て
『
ジ

ー
ラ
ジ
ー
ラ
』
で
す
。 

『
ジ
ー
ラ
ジ
ー
ラ
』
と
い
え
ば
、
リ
タ
・

モ
ラ
ー
レ
ス
の
歌
声
で
す
が
、
こ
こ
で

や
は
り
、日
本
の
藤
澤
嵐
子
で
し
ょ
う
。

夫
君
の
早
川
真
平
と
オ
ル
ケ
ス
タ
テ
ィ

ピ
カ
東
京
と
の
演
奏
は
、
唯
一
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
本
国
の

タ
ン
ゴ
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

私
が
、
最
初
に
タ
ン
ゴ
を
聴
い
た
の

は
、
先
に
書
い
た
通
り
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
カ
ナ
ロ
楽
団
の
『
ラ
・
コ
ン
パ
ル

シ
ー
タ
』
で
、
当
時
は
、
Ｓ
Ｐ
盤
で
し

た
が
、私
が
購
入
で
き
た
頃
は
Ｌ
Ｐ
盤
。 

 

ま
さ
か
Ｃ
Ｄ
化
が
こ
れ
ほ
ど
早
く
進

む
と
は
思
わ
な
か
っ
た
で
す
。最
近
は
、

Ｃ
Ｄ
盤
を
聴
く
機
会
が
、
メ
イ
ン
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
カ
ナ
ロ
は
、
１
８
８
８
年
生

ま
れ
な
の
で
、私
が
知
っ
た
の
は
彼
が
、

67
歳
頃
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
78
歳

で
亡
く
な
る
ま
で
の
３
年
前
に
初
来
日

し
て
い
ま
す
。 

 

次
に
、
カ
ナ
ロ
楽
団
の
曲
で
す
が
、

『
ラ
・
コ
ン
パ
ル
シ
ー
タ
』
で
後
半
に

マ
リ
オ
・
ア
ロ
ン
ソ
の
歌
が
入
っ
て
い

る
も
の
が
、
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
次

に
持
っ
て
く
る
曲
が
、
迷
う
と
こ
ろ
で

す
が
、
私
は
『
黄
金
の
心
』
カ
ナ
ロ
作

曲
の
ワ
ル
ツ
で
傑
作
で
し
ょ
う
。
カ
ナ

ロ
作
曲
で
『
ガ
ウ
チ
ョ
の
嘆
き
』
歌
ア

ル
ベ
ル
ト
・
ア
レ
ナ
ス
と
『
さ
ら
ば
草

原
よ
』
そ
し
て
、
フ
ァ
ン
・
デ
・
デ
ィ

オ
ス
・
フ
ィ
リ
ベ
ル
ト
作
曲
の
『
バ
ン

ド
ネ
オ
ン
の
嘆
き
』『
カ
ミ
ニ
ー
ト
』『
ミ

ロ
ン
ガ
の
泣
く
時
』
と
続
き
ま
す
が
、

私
は
、
オ
ル
ケ
ス
タ
テ
ィ
ピ
カ
編
成
楽

団
よ
り
、
こ
こ
数
年
は
、
四
重
奏
を
よ

く
聴
い
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
「
セ

ン
テ
ナ
リ
オ
四
重
奏
団
」
の
〝
タ
ン
ゴ

創
世
記
〟
レ
ー
ベ
ル
を
聴
い
て
い
ま
す
。 

 

指
揮
・
ギ
タ
ー･･

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

ア
ン
ヘ
ル
・
バ
ー
ジ
ェ
、
バ
ン
ド
ネ
オ

ン･･
ニ
コ
ラ
ス
・
バ
ラ
シ
ー
ノ
、
バ
イ

オ
リ
ン･･

ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
タ
ボ

ア
ダ
、
フ
ル
ー
ト･･

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

キ
ロ
ガ
の
４
人
の
演
奏
で
す
。 

 

全
16
曲
ど
れ
も
よ
い
演
奏
で
す
が
、

『
エ
ル
・
ト
リ
ジ
ャ
ド
ー
ル
』『
エ
ル
・

チ
ョ
ク
ロ
』『
ド
ン
・
エ
ス
テ
バ
ン
』
な

ど
が
好
き
な
曲
で
す
。 

 

私
が
ラ
ジ
オ
放
送
担
当
時
代
に
、
毎

週
水
曜
日
に
、
30
分
番
組
の
『
タ
ン
ゴ

の
時
間
』
を
、
６
カ
月
間
担
当
し
ま
し

た
。
そ
の
間
に
、
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
の
中
島

栄
治
氏
が
来
社
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
教

訓
を
い
た
だ
き
、
そ
の
時
『
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
カ
ナ
ロ
の
生
涯
』
10
枚
組
を
発

売
さ
れ
る
と
聞
き
、
早
速
お
送
り
い
た

だ
き
、
今
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
同

時
に
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
の
話
が
あ
り
、

こ
の
時
点
か
ら
、
私
は
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー

レ
へ
方
向
転
換
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

前
回
取
り
上
げ
た
、《
ラ
テ
ン
高
知
》で
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
解
説
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
が
、
高
知
放
送
唯
一
タ

ン
ゴ
好
き
の
Ｎ
氏
が
入
会
さ
れ
、
解
説

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
私
は
フ
ォ
ル
ク

ロ
ー
レ
担
当
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
を
お
話

し
し
ま
す
。 

 
 

四

国

民

放

ク

ラ

ブ

だ

よ

り 

[フランシスコ・カナロの生涯]

全10巻（ＣＤ） 


